
 

219 
 

 
 

「権威主義―独裁政治の歴史と変貌」エリカ・フランツ著（2021 年 1 月） 
を読んで 

Book Review for Authoritarianism －What Everyone Needs to Know  

 

Jun MATSUDA                               松田 順 

GHAMAS  Management Laboratory         ガーマス マネジメント研究所 

/Chiyoda U-tech Co., Ltd.         /千代田ユーテック株式会社 

Consulting Division            コンサルティング事業部 

E-mail: matsuda.jun@chiyodacorp.com 

 

目 次 

1． はじめに 
 2．論点 

    3．「権威主義とは何か」、何が重要なのか 
    4．権威主義の形態とその成立の要因 
    5．民主主義の後退とはなにか 
    6． 

 
1．はじめに 

近年、資本主義の暴走、商業主義の行過ぎとしての格差拡大と、アメリカを中心にヨー
ロッパ、アジア（東アジア＜日本、韓国等＞と東南アジア）そしてロシアや新興国中国
（市場社会主義と呼ばれている）でも社会問題となって来ている。欧米先進国はその基本
にある金融中心の資本主義又は金融システムのあり方が問題となって来ている。 

一方中国は、大量の労働者（地方より沿岸諸省へ出稼ぎとして流入し比較的低賃金で物
づくりに励んだ人々）により世界の工場となった。このなかで、中国は外資の受入を奨励
≪投資の優遇≫を行ってきた。また政府系企業とは異なる分野で、特に輸出産業を支援し
てきた。このなかで IT や情報を中心とするサービス産業や不動産業等とそれ以外の産業
特に農業で大きな格差が生じてきた。又、ロシアはその豊富な天然資源を活用し、鉱業や
農業（小麦の輸出等）に重点を置き、各種の消費財、生産財を欧米に依存してきた。この
なかで大企業、オリガルヒと呼ばれる財閥系とその他の産業とで所得格差が広がってきて
いる。政治・統治体制の違いはあるが、いずれの国でも商業主義の行きすぎや金融産業、
IT・情報産業の肥大化は、従来の資本主義（中国的、ロシア的経済も含め）のあり方に大
いなる疑問と反省を引き起こしてきている。 
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欧米社会に焦点を当てると、その現代思想の源流としての新自由主義の見直しが盛んに
行われている。又政治面でもポピュリズム的な民主主義に対する疑問も起こっている。 

最近、自由主義、民主主義に関する論文や書籍を読む中で、自由主義・民主主義と親和
性のある資本主義との関連を考えながら、一方で根強い権力を保持している権威主義つい
て、何かを考察して見直すことにより、民主主義の制度としての難しさをより深く認識す
るに至った。 

従来、民主主義の観点からの分析、議論が多い中で、同書は「なぜ、世界のいたるとこ
ろで権威主義や独裁政治が繰り返したちあらわれ、存在し続けるのか。」という観点から
政治体制を捉えている。1940 年以降現在までの世界の国家の政体、特に独裁政治や権威主
義的政治体制の歴史を、調査結果を踏まえ考察している事に深く関心を持った。 

筆者は先に、D.アセモグル＆J.ロビンソンの「国家はなぜ衰退するか」や「自由の命
運」を読む中で、世界の国家のあり方、統治のあり方でリーダー（独裁者を含む）とイデ
オロギーについて思考してきた中で、新たな視点・切り口として本書を見てみる。 
2．論点 

本書評では、権威主義に関して 20 世紀以降、特に現代までの歴史に注視している。従
来の権威主義に関するステレオタイプとは異なる新たな権威主義について注視している。 
1） 第二次世界大戦後の世界秩序 
① 第二次世界大戦後の秩序の再編として 1960 年代のアジア・アフリカ諸国の独立とその

後の政体の変化、特にソ連を中心とする社会主義の伸張、冷戦時代への対立の激化を軸
として、共産主義/社会主義思想の普及が及ぼした政治/経済及び国家の運営に関する
影響、そして一方で権力としての軍事政権等の成立について考察している。この間、欧
米を中心に、今までは、「近代化論の楽観」が根底にあった。 

② 第二次世界大戦で、民主主義が独裁主義（ヒトラードイツ）、強権主義（軍部支配の日
本）に対する勝利だけでは無く、民族主義、民族自決を促した事が大きく、戦前の植民
地主義の欧米国家の解体と新たな国々の独立が起こった。特にアジア・アフリカ諸国の
独立は 1960 年代に集中した。しかし国家としての意識が無く、又旧宗主国の恣意的な
国境画定＜民族がバラバラな状態に置かれた＞がもたらした地理的/文化的・政治的非
合理性が大きくその後の紛争のもととなった。このなかで、一握りのエリート達や軍事
的な力を持った者が独裁的な権力基盤を作り上げ、又はイデオロギーや宗教的な権威
による統治がなされた。イデオロギーについてみると米ソ冷戦時代への突入により、民
主主義陣営と社会主義陣営に分断され、それぞれの支配や陣営への取り込みがさらに
強権的な政治制度の構築へとつながった。 

さらに、国家としてのまとまりの前提としての国民、市民の意識やそのための教育が
ほとんどなされていない状態で、又経済基盤（農業の確立等）、インフラ整備（鉄道、
道路、港湾等）がほとんど無いままでの政治的な独立だけが先行してしまった。 

このため、破綻国家がアフリカ・アジアそして中南米に多い。 
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これらの国がどうして、権威主義的国家を形成するか本書で述べられている。 
3．「権威主義とは何か」、何が重要なのか。そしてその成立と主要アクターについて以下の

観点から考察している。 
1） 誰が重要なアクターなのか・・・個人（個人独裁）、家族・部族等の集団（王朝も含

む）、集団（イデオロギー政党、宗教集団、軍事集団等） 
どのように形成されたかも見て見る。独立戦争又は独立運動を経て政権が樹立され
たり、外国の勢力（武力）を持って政権奪取したか、偶然、棚ぼた的に政権が転がり
込んで来たのか等各種ある。 
時代を遡って帝政ロシアに遡ると、帝政ロシアが倒されたとき、メンシュビキとボリ
シュビキがあったが、実際にはボルショビキが暴力を持ってケレンスキー政権から
権力を奪取したことにある。 

2） どのように権力を奪取したのか 
平和的な権力の移譲や移行か、武力を持っての権力奪取かその中間的な移行はあっ 
たのか。 

3） 生存を掛けてどんな戦略を駆使してきたのか、いるのか 
4）如何に失墜するのか、その後はどうなるのか 等について分析している。 

4．権威主義の形態とその成立の要因 
1） 権威主義には大きく 4 つの形態（独裁・個人化、政党支配＜リーダーは交代する：

軍事、宗教、その他＞、家族・王朝・王族、家産主義）がある。特に政党支配とし
ては、強い支配政党体制（中国共産党、ベトナム、メキシコ、キューバ、シンガポ
ール等）と弱い支配政党体制（ブラジル、ミャンマー等）に分けて、それらは異な
る統治形態となる。 

2）権威主義の成立形態として 7 つの要因があるとしている。（クーデタ、選挙、蜂起、
反乱、ルール変更、大国による押しつけ、国家の解体/分離独立） 
なお、権威主義（体制）の変更、消滅時にも上記②と同様の要因がある。 

3）権威主義の状況とそれを維持する基礎条件を分析している。此処では擬似的な統治
形態を取り入れ、維持のための強化している事も注意している。 

4）維持する 4 つの基礎条件が満たされているか 
ⅰ）豊かさのレベル（市民にそれなりの豊かさが確保できているか） 
ⅱ）経済の開放度（民間企業が成立し,維持、反映できる条件があるか） 
ⅲ）政治的な安定性（大衆の脱政治化が起きているか） 
ⅳ）国家の能力（統治、行政組織等） 

5）疑似民主主義の状況（選挙制度の形態を取るが実態は異なる）の要点 
 ⅰ）選挙制度があるか（立候補の制限があるか） 

ⅱ）複数政党（選択の幅があるか）及び議会（議会が正常に機能しているか、反対党
の意見が表現出来ているか） 
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ⅲ）選挙活動（メディア等の活動が保証されているか、その多様性、選択が保証され
ているか、各政党の活動が自由に行われているか） 

 ⅳ）投票の正確性（投票がコントロールされていないか） 
6）権威主義のアクターを 3 種に分類し、その役割について分析している。 

このアクターが大きな働きをしていると言える。 
①�� リーダー、エリート（集団：リーダーに影響を与える。制御しうる又は全面的に

支持に回る）、大衆（全市民でなく、一部の大衆でもあり得る：ポピュリズム）の
役割とそれとの相互の関係を見る。 

     此処では、リーダーが持つ権威・権力の源泉として、特にエリート層に対して行
う行動を大きく、抑圧と抱き込みの 2 つに分けている。 

    ⅰ）抑圧＜ムチ＞とは、活動監視、恐怖（監視等）、近年はインターネット等によ
る監視が威力を持っている拘束・拘留、訴訟、⾧期監禁、粛正、死刑等による見
せつけを行うことにより言論、行動の自由を奪う。（政党内の特権・序列の剥奪・
降格）忠誠心を見定める対応。＜厳罰、降格等＞ 

    ⅱ）抱き込み＜アメ＞では、エリートや反対等の懐柔として、支持基盤の層を厚く、
そして忠誠心を高めるため、特権（政治的な優位：階級や称号の付与、政党内序
列の）、特典（経済的なベネフィット、金品授与）等を与える。国営企業の経営
を任せる。（利益、利権を与える）財・サービス・金品場合により異性を与える。 

     多くの国では当然ながら、アメとムチを両方使い分け支配、統治している。 
②��一部大衆（もしくは大衆全体）に対する懐柔としては、特別恩典を、特定の記念日   

等に支給する金品その他の褒美、優遇、支給品＜菓子等＞。（良く北朝鮮が国民に
行う度々の特別支給等）さらに、御用学者の優遇、特定メディアの優遇や活動支援
等も行う。 
大衆懐柔と大衆操作が行われるが、より間接的に、GONGO（政府主導の非政府の
組織）を利用して国民の意思を把握し、それを利用する。 

    なお、これらについては、権威主義体制の存続戦略として用いられる。 
7）権威主義の内のより強化された個人化（存続戦略）とその問題点、そしてその帰結

について考えている。 
①�� 個人化の兆候を知ることが重要である。（非常にやっかいな行動に現れる） 
ⅰ）取り巻きが小さくなる 
ⅱ）要職に忠誠者を起用する 
ⅲ）有力ポスト（資金、治安等）に身内を就任させる 
ⅳ）新しい政党又は政治運動を創設する。旧来の政治性勢力の影響力を弱める。 

 代表例として、毛沢東による「文化革命」等がある。 
ⅴ）国民投票（制限的で恣意的な）による憲法改正を行う 

（最近は、チニジアでこれに対する反対運動があったり、トルコではエルドアン首
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